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３Ｄディスプレイ、３Ｄテレビや３Ｄ携帯電話など３Ｄ関連世界市場を調査 

 

・裸眼３Ｄディスプレイ：２,４５６万台（１１年見込） 「３ＤＳ」発売、スマートフォン搭載増 

・３Ｄテレビ：１億４,０００万台（１５年予測） 中大型は３Ｄ標準化、全テレビ出荷台数の半数に 

 

マーケティング＆コンサルテーションの株式会社富士キメラ総研（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 田中 一

志 03-3664-5839）は、３Ｄ映画、３Ｄテレビに加えて「ニンテンドー３ＤＳ」や３Ｄスマートフォンなど対応機

器が続々と登場し、コンテンツ・サービスの拡充に伴って本格的な市場拡大が期待される３Ｄ（３次元）関連の世

界市場（一部は国内市場）を調査した。その結果を報告書「３Ｄディスプレイ／ビジネス市場の全貌 ２０１１」

にまとめた。 

この調査では、３Ｄディスプレイ（立体的映像を表現する表示デバイス）９方式、専用眼鏡など関連製品／グラフィッ

クボード・チップなどデバイス７品目、３Ｄディスプレイを搭載した、または、３Ｄ表示に対応した機器１８品目、映画

やテレビ放送、パッケージソフトなどコンテンツ／サービス１１品目の各市場について、現状を分析し今後を予測した。

川上のデバイス、ディスプレイから、川下の最終製品、コンテンツ・サービスまで一貫して調査・分析し、

３Ｄ関連市場の全体像を捉えた。 

 

 

＜調査結果の概要＞ 

 ３Ｄディスプレイ市場  

１．眼鏡方式 

 ２０１０年 ２０１１年見込 ２０１５年予測 15年／10年比

数 量 ５３３万台 ３,４９３万台 １億６,７４６万台 ３１.４倍

金 額 ２,０６２億円 １兆２,１８５億円 ４兆１,０２４億円 １９.９倍

眼鏡方式は、テレビ、ＰＣモニター、ノートＰＣ用途など中大型ディスプレイが大半となっている。これらの用

途では「アクティブ眼鏡方式」が主流となっていたが、テレビやＰＣモニター用途を中心に「パッシブ眼鏡方式」

の採用が増えている。 

パッシブ眼鏡方式は、アクティブ眼鏡方式に比べ解像度が落ちるものの、目の疲労を抑制できるほか専用眼鏡を

含め低コストであるなどの優位性があり、今後採用が広がる見通しである。２０１０年は眼鏡方式の９８.１％を

アクティブ眼鏡方式が占め、パッシブ眼鏡方式は僅かに過ぎなかったが、２０１１年にはパッシブ眼鏡方式の構成

比が３３.２％に急伸すると見込まれる（数量ベース）。今後もアクティブ眼鏡方式が過半数を占めていくが、パッ

シブ眼鏡方式も３０％前後の構成比を維持していくと予測される。 

また、２０１２年以降にＲｅａｌＤ社とサムスン電子が共同開発しているアクティブリターダ方式を採用したテ

レビやＰＣモニターが上市され、方式間の競合が激化する見通しである。 

 

２．裸眼方式 

 ２０１０年 ２０１１年見込 ２０１５年 15年／10年比

数 量 ５３万台 ２,４５６万台 １億５,７１０万台 ２９６.４倍

金 額 ３８億円 ６１８億円 ３,４９９億円 ９２.１倍

裸眼方式は、デジタルサイネージ用途などの業務用大型モニターにおいて６０インチクラスの大型ディスプレイ

が製品化されているが、大半はモバイル機器用途の２０インチクラスまでの中小型ディスプレイとなっている。こ

のうち、携帯電話や携帯型家庭用ゲーム機「ニンテンドー３ＤＳ」（任天堂)などに採用されている「パララックス

バリア方式」が主流となっている。 

スマートフォンを中心に携帯電話への搭載が増加していることに加えて、３Ｄの有力アプリケーションと期待さ
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れていた「ニンテンドー３ＤＳ」が発売されたことで、２０１１年の市場は急激な拡大が見込まれる。これに伴い、

パララックスバリア方式の構成比が高まり、裸眼方式の９８.３％（数量ベース）を占めると見込まれる。 

パララックスバリア方式は２Ｄと３Ｄの切り替えが容易で、３Ｄでは解像度が半減するものの２Ｄでは維持され

るため、２Ｄをメインとするモバイル機器を中心に採用が進む見通しである。２０１５年においてもパララックス

バリア方式が裸眼方式の９６.４％（数量ベース）を占めると予測される。将来的にはテレビやノートＰＣ用途な

どの中大型ディスプレイでも採用が進み、２０１５年以降には３Ｄディスプレイ市場全体における眼鏡方式と裸眼

方式の構成比（数量ベース）が逆転すると予測される。 

 

 

＜３Ｄ対応機器 注目市場＞ 注：３Ｄ率は当該機器市場全体における３Ｄ対応機器の構成比（数量ベース） 

１． ３Ｄ対応テレビ 

 ２０１０年 ２０１１年見込 ２０１５年予測 15年／10年比

数 量 ４３０万台 ３,１００万台 １億４,０００万台 ３２.６倍

３Ｄ率 ２.１％ １３.９％ ５０.０％ 

金 額 ９,２００億円 ４兆５,０００億円 ８兆２,０００億円 ８.９倍

２０１０年にメーカー各社から３Ｄ対応テレビが相次いで投入され本格的に市場が立ち上がったものの、「アバ

ター」以降３Ｄ映画のヒット作が続かなかったことや、パッケージソフトやテレビ放送などの３Ｄコンテンツ／サ

ービスが不足していたこと、また、専用眼鏡の追加コストや煩わしさなどを要因に、メーカー各社が当初見込んで

いた販売規模には至らなかった。ハイエンド製品が中心のためユーザーがアーリーアダプターや富裕層などに限ら

れ、市場は４３０万台（３Ｄ率：２.１％）、９,２００億円に留まった。 

２０１１年の市場は、３,１００万台（３Ｄ率：１３.９％）、４兆５,０００億円と大幅な拡大が見込まれる。３

０インチクラスの中型サイズの製品化、液晶２倍速（１２０Ｈｚ）パネル採用によるローエンド製品の拡充、オプ

ション対応製品の増加などで、３Ｄ非対応製品との価格差が縮小してきている。また、これまで３Ｄディスプレイ

の主流であったアクティブ眼鏡方式に加えパッシブ眼鏡方式など他方式の採用による競合や、パッケージソフトを

中心とするコンテンツ／サービスの拡充も期待される。日本国内では地上波テレビ放送のデジタル完全移行（東日

本大震災で被災した岩手、宮城、福島の３県を除く）の買い替え需要やエコポイント制度の押し上げが消えてテレ

ビ市場全体は大幅に縮小するものの、３Ｄ対応テレビはプラスが見込まれる。 

３０～４０インチ以上では３Ｄが標準化されていくと考えられ、２０１５年には１億４,０００万台（３Ｄ率：

５０.０％）、８兆２,０００億円が予測される。裸眼方式の製品化も見られるが、価格面や画質面などで課題が多

く、当面は眼鏡方式が続く見通しである。 

 

２．３Ｄ対応携帯電話端末 

 ２０１０年 ２０１１年見込 ２０１５年予測 15年／10年比

数 量 ３２万台 １,０００万台 １億２,０００万台 ３７５.０倍

３Ｄ率 ０.０３％ ０.８％ ７.５％ 

金 額 １５２億円 ４,６５８億円 ５兆１,６１７億円 ３３９.６倍

３Ｄディスプレイを搭載した携帯電話端末（フィーチャーフォン、スマートフォン）を対象とした。モバイル機

器という特性から裸眼方式が採用されており、中でもパララックスバリア方式が大半である。 

２０１０年の市場は、３２万台（３Ｄ率：０.０３％）、１５２億円であった。世界上位メーカーではサムスン電

子が３Ｄ対応製品を発売したほか、シャープがＮＴＴドコモ、ソフトバンクモバイル向けスマートフォンで３Ｄ対

応製品を発売した。 

２０１１年は、スマートフォンを中心に３Ｄディスプレイの搭載が本格化するとみられる。グローバル端末では、

ＬＧエレクトロニクス「Ｏｐｔｉｍｕｓ ３Ｄ」やＨＴＣ「ＥＶＯ ３Ｄ」が発表されている。日本国内でもグロ

ーバル端末の投入が考えられるほか、シャープがＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ（ａｕ）、ソフトバンクモバイルの各キ

ャリアで「ＡＱＵＯＳ ＰＨＯＮＥ」ブランドの３Ｄ対応スマートフォンを投入していくことから、市場は１,０

００万台（３Ｄ率：０.８％）、４,６５８億円と急拡大が見込まれる。 

２０１５年の市場は、１億２,０００万台（３Ｄ率：７.５％）、５兆１,６１７億円が予測される。現在はハイエ

ンド製品が中心となっているが、今後３Ｄディスプレイが低価格化していくと考えられるため、３Ｄを前面に押し

出すのではなく、数ある機能の１つとしてミドルレンジ製品にも浸透していくと予測される。 

 コンテンツとして３Ｄ対応動画やゲームなどがプリインストールされている製品が多い。今後、３Ｄ写真・動画
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撮影と「ＹｏｕＴｕｂｅ ３Ｄ」のようなサービス・コンテンツの広がりが市場拡大に寄与するとみられる。 

 

 

＜３Ｄコンテンツ／サービス 国内注目動向＞ 注：３Ｄ率は当該コンテンツ／サービス市場全体における３Ｄ対応の構成比（金額ベース） 

１．３Ｄ映画  ２０１０年：４１０億円（３Ｄ率：１８.６％）→２０１５年：９００億円（同：３４.０％） 

３Ｄ映画の興行収入ベースで算出した。２００９年末上映の「アバター」のヒットをきかっけとした３Ｄ映画ブ

ームで３Ｄ対応スクリーンが増加し、「アリス・イン・ワンダーランド」「トイ・ストーリー３」といった３Ｄ作品

も興行収入の上位を占めた。今後、３Ｄ対応スクリーンと３Ｄ作品は増加していくものの２Ｄも併存していくと考

えられることから、興行収入における３Ｄ率は３０～４０％に留まると予測される。 

 

２．３Ｄ映像ソフト ２０１０年：１９億円（３Ｄ率：０.７％）→２０１５年：３１１億円（同：１２.９％） 

 「Ｂｌｕ－ｒａｙ ３Ｄ」に対応しているパッケージソフト（映像）を対象とした。市場拡大には３Ｄ対応テレ

ビとＢｌｕ－ｒａｙ ３Ｄ対応レコーダー／プレーヤーや３Ｄ対応ＰＣの普及が両輪の関係といえる。なお、テレ

ビ放送では２０１０年の３Ｄ対応テレビ発売以後に衛星放送（ＢＳ／ＣＳ）で３Ｄ対応番組が放送されており、将

来の本格化に向けてノウハウの蓄積を図っている。 

以上 

 

 

＜調査対象＞ 

３Ｄディスプレイ 

【眼鏡方式】アクティブ眼鏡方式、アクティブリターダ方式、パッシブ眼鏡方式 

【裸眼方式】レンチキュラーレンズ方式、パララックスバリア方式、インテグラルイメージング

方式、裸眼時差分割方式、液晶２枚方式 、フローティングビジョン方式 

関連製品／ 

デバイス 

３Ｄ眼鏡（アクティブ眼鏡）、３Ｄ眼鏡（パッシブ眼鏡）、グラフィックボード／グラフィックチ

ップ、ＦＰＲ、ＧＰＲ、３Ｄ用λ／４板、３Ｄディスプレイ用レンチキュラーレンズシート 

アプリケーション

機器 

テレビ、業務用大型モニター、ＰＣモニター、ノートＰＣ、スレートＰＣ、ビジネスプロジェク

ター、ホームプロジェクター、デジタルスチルカメラ、デジタルビデオカメラ、業務用ビデオカ

メラ、Ｂｌｕ－ｒａｙ Ｄｉｓｃレコーダー／プレーヤー、家庭用ゲーム機（据置型）、家庭用

ゲーム機（携帯型）、携帯電話端末、デジタルフォトフレーム、ヘッドマウントディスプレイ、

アーケードゲーム、パチンコ／パチスロ機 

コンテンツ／ 

サービス 

テレビ放送、映画、映像配信サービス、オンラインゲーム／ダウンロード配信ゲーム、パッケー

ジソフト（映像）、パッケージソフト（ゲーム）、デジタルサイネージ、写真、ＣＡＤ／ＣＧ、教

育、医療 

 

＜調査方法＞ 

富士キメラ総研専門調査員による調査対象先・関連企業各社への直接面接取材、及び、弊社データベースの活用、

公的データの収集・活用 

 

＜調査期間＞ 

２０１１年４月～５月 
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